
 
 

                                                 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場 大阪府立中央図書館 2 階多目的室 

（大阪府東大阪市荒本北１－２－１） 

遣隋使・遣唐使の使命と 
中国での生活および帰国後の活躍 

古代日本は、大陸の高度な文化を学ぶため、多くの使者を洛陽や長安に派遣しました。『日本書

紀』には遣隋使の報告として「大唐国は法式備わり、定まれる珍の国なり。常に達
なら

うべし」と

記されています。 

舒明天皇は、西暦 630 年に第 1回遣唐使を派遣、以後、10 数回にわたり約 2300 人の若き人

材を長安に送っています。阿倍仲麻呂や井真成たちの労苦を軽減させたのは、李白や王維たち

との心あたたまる友情でした。 

いま、その青年たちの生きざま見てみると、そこには、人はどう生きるべきかを考えさせる滋

味あふれる人生の指針が垣間見られます。中国をはじめ、西域 26カ国を踏査した講師が、悠久

の夢とロマンを馳せて、遣隋使・遣唐使の光と影を探ります。（山田勝久） 

１１月４日（木曜日）１４時から１５時３０分まで 

 

講 師   

 

 

遣隋使ゆかりの洛陽の龍門石窟 

 

  

受講 
無料 

撮影 山田勝久さん 

 

  

遣唐使も見たであろう長安の楼閣 

 

  

定員 40名 

  ＊参加申し込みは、インターネット・FAXで 

   10月 7日から申込開始 詳しくは裏面へ 

令和３年度 大阪府立中央図書館主催 読書週間記念講演会 



 

 

 

 

 

 

申込方法  ＦＡＸ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（当館ホームぺージより申込み）のいずれか。 

            名前(ふりがな）・電話番号(FAX 申込みの場合は返信先の FAX 番号も)・メールアドレスを記入のうえ、下記ま

でお申込みください。※グループでの申込及び重複申込は不可となりますので、1 名ずつお申込みくださ

い。 

定   員  ４０人（事前申込・多数抽選・座席指定） ※申込多数の場合は抽選となります。 

受講の可否については、受講票等にてお知らせいたします。申込期間終了後（10 月 21 日）、10 日を過ぎても受講

票等が届かない場合は、確認のため、お電話ください） 
受 講 料   無  料 

申込期間    10月 7日（木曜日）９時から 10月 21日（木曜日）17時まで 

※受講当日、発熱等の症状がある場合には参加を控え、咳エチケット、マスクの着用、手洗い、手指の消毒のご協力をお願い

いたします。 

※万一、館内で新型コロナウイルス感染が発生した場合には、来館者の安全確保のため、申込時に記入していただいた連絡

先等の情報を、必要に応じて、保健所等の公的機関へ提供させていただくことをご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆受講日 １１月 4日（木曜日） 

◆お名前（ふりがな）  

◆電話番号 

 

◆FAX 番号 

 

◆メールアドレス  

 

【講師紹介】 

山田勝久（やまだかつひさ）：1943 年生まれ。北海道教育大学教授。大阪教育大学教授・学長補佐・附属

池田中学校長。私立大学副学長・理事を歴任。現在は大阪教育大学名誉教授、神戸常盤大学客員教授。日

本人として初めて楼蘭王国の陵墓の壁画を調査した。その他、パルミラやサマルカンドやネパールなどの

古代遺跡を調査。著書に『唐代散文選』、『唐代文学の研究』、『唐詩の光彩』、『シルクロードの光彩』、『シ

ルクロード悠久の天地』（笠間書院）、『パルミラの光彩』（雄山閣）など多数。橿原市観光大使。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 阪 府 立 中 央 図 書 館       
 

 〒577-0011 

東 大 阪 市 荒 本 北 １ - ２ - １ 
ＴＥＬ ０ ６ （ ６ ７ ４ ５ ） ０ １ ７ ０   ＦＡＸ ０ ６ （ ６ ７ ４ ５） ０ ２ ６ ２ 

 
 

 

 http://www.library.pref.osaka.jp/site/central/  

※講演会の参加に際して、障がい等の状況により配慮が必要な方は事前にお知らせください。 
 

[アクセス] 

○近鉄けいはんな線（OsakaMetro 中央線乗り入れ） 
荒本駅下車（１番出口）北西へ約 4 0 0Ｍ 
長田駅下車（３番出口）北東へ約１０００M 
東 大 阪 市 役 所 北 側 

FAX用申込書   FAX番号０６－６７４５－０２６２ 

枠内に必要事項をご記入の上、この用紙をそのまま送信してください。（表裏にご注意！） 

遣隋使・遣唐使の使命と、中国での生活および帰国後の活躍 （講師：山田 勝久さん） 

http://www.library.pref.osaka.jp/site/central/

